
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

春の祭典に 
竹島中と合同で出場します 
1 月 18 日（日），中学部１・２年生４名が

「第４８回鹿児島県中学校音楽コンクール

『春の祭典』」の合唱部門に出場します。会場

は宝山ホールです。 

昨年に引き続き竹島中の生徒と合同で出場

します。今年は文化祭でも披露した「大切な

もの」という曲を歌います。 

現在毎日放課後や休みの日など互いの島に

通って練習を重ねております。さわやかな歌

声で春が早く訪れるような気がします。 

 
冬休みに基本力を高めよう  

柏木 博之 

 

 ミス・インターナショナル日本大会審査員の話です。 

「大会に出てくる女性は，みな美しく，体型も笑顔も品性もほとんど差がありません。し

かし，大きな違いが見て取れる場面があります。それは，私たち審査員の前に出てパフォ

ーマンスをしているときではなく，自分の出番が終わって，後ろの席に座っているときの

しぐさや姿勢です。見られていないと思っているときに素の自分が出てしまいます。そう

なると２４時間緊張しなければいけなさそうですが，そうではないと思います。誰も見て

いないところでも，普通に振舞っていても，無意識に靴をそろえる，あいさつをする，腰

骨を立てる，立ったらイスを入れる，ゴミを拾うということができればいいのです。」 

 誰も見ていないという状況の中でも，見られているかのようにふるまうこのような所作

は，人間としての「基本力」です。以前勤務した学校の先輩教師がトイレに入るとき，脱

いだ靴に手を添えてさっと向きを変えました。一瞬のしぐさでしたが，それだけでこの人

にはかなわないと思いました。このようなしぐさ・所作は誰からも尊敬される人に共通し

ていることです。逆に，靴をそろえずに脱ぎっぱなしの人は，その靴の近くを通る人の迷

惑になることを意識せず，自分のことしか考えていない人といえます。あいさつも同じで

す。相手に対して敬意を持っているか，その人の心が見えます。 

 お正月がある冬休みは１年の節目になります。新年などのあいさつの機会が多くありま

す。生活や行動の仕方を振り返る絶好の時期です。靴をそろえる，あいさつをする，ゴミ

を拾う等を無意識でできるように，２週間意識してやりつづけ，本校の子供たちの基本力

がさらに高くなる冬休みになってほしいと願っています。 

 

 最後に，平成２６年がもうすぐ終わります。今年もいい年だったと私は感じています。

来る２７年がさらによい年になるよう学校は今後も頑張ります。保護者・地域の皆様も，

よいお年をお迎えください。そして，来年もよろしくお願いします。 

 

 

  

 

３日（水）は，授業参観の日でした。校内人権旬間の期

間中であったこの日，その一環として全学級人権に関する

道徳の授業参観を実施しました。授業の中で子供たちは，

これまでの自分の経験と資料の様子とを照らし合わせな

がら，思いやりや差別をしない心などについて，話し合い

いました。参加してくださった保護者の皆様，たけんこ学

級の皆様ありがとうございました。 

 

１２日（金）に持久走大会が行われました。曇り空，気温１２度の寒い中，沿

道で応援してくださる保護者や地域の方々の励ましの声がさらに子供たちにとっ

て大きな後押しとなり，北風に負けず完走することができました。本当にありが

とうございました。 

子供たちにとっては，これまでの体育の時間や自主的な練習などで一生懸命取

り組んできた成果を発揮する場となりました。自分の目標タイムを設定し，脚の

運びや腕の振り，呼吸の仕方，ペース配分の仕方を考えた体力と知力を合わせた

素晴らしい体つくりとなりました。 

 

３日（水）にファミリー給食を実施しました。保護者

の方々には，給食を準備している様子や学校給食の献立

内容などを見ていただきました。給食をとりながらの親

子の会話は弾んでいました。共に食べることは家族の大

切な時間です。ご参加ありがとうございました。 

 

 ９日(火)に百人一首・カルタ大会を行いました。子供たち

は，にぎやかに札を取り合い，集中，一瞬の判断が冴えわた

っていました。硫黄島かるたで郷土愛を育み，百人一首では

古き良き日本文化を感じ取ることができました。 

平成２６年度 三島村立 三島小中学校 

 

                                       １２月号 
生活二題： 明るく元気なあいさつをしよう!!   時間を守り，機敏な行動をしよう!! 

                         

9 日（火）に硫黄島駐在所の松藤茂さんを講師として中学生を対象に薬物乱
用教室を行いました。松藤さんは中学生に対して「危険ドラッグに興味を持っ
てはいけません。見てもいけません。やめられなくなります。強い気持ちを持
ってください。」と教えてくれました。真剣な表情で講義を受けた中学生は「た
とえ誘われてもきっぱりと断り，自分の命を守ります。」と感想を述べました。
島立ちをしても誘惑負けず，正しい判断をして世の中の荒波を乗り越えていっ
てくれることを信じています。 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

１月の主な予定 

８日（木）・・・・・・・・３学期始業式 

１４日（水）１５日（木）・・鹿児島学習定着度調査（小5中1，2） 

１８日（日）・・・・・・・・県中学校音楽コンクール「春の祭典」 

２０日（火）２１日（水）・・ＣＲＴ学力検査（小学部） 

２８日（水）・・・・・・・・授業参観 


